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京都す構水寺の貫主が子寅年の:積年の象徴となる文字を、墨鎮鮮やかに、f新」 と書き示し
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籍 穂 味栞長さ1を どう感じたであろうか'冒頭め『千塁の藪・・」は

三千年前浄中国勢古典『
=毎

』二お警` と:こかく窯 :義)は考えられない位広く、深く変幻自

在:こ L溝縛甕雲4L・ 葬展を求めて、暴れまわるとされている・ いや 数`に表乱の世紀は始まつ

てぃる。

猥本で歴史上最機の政権交代が起き、そのチエアデをまあた曇民自身も達惑う〔と言うよつ

事l定 し難い)位の出来事が、発言it、 悪考様式が在々に、家れ、その幾うかは すヽでに具体

iヒ し、百家争鳴の場となつている。

端的な例だが、丁真今、私の前のテレビで:ま、従来のNIX流の、日曜馨曇典型的な官製番

組毒1泳換中oこ 二何十年も、ほどよく穏当な発言してくれる 確 式者」を並べた 通ヽ罵な政

治討論会 :日 曜討論iが繰り返されてきた゛それが篠かに NヽHKも変身かヽ議留なき日業

奮保俸制という言葉が、行き交警ている・ 不思議なことに、まる出席者などは、今までの王

反対の発言:ま忘れたように、平気な象で 討ヽ論にうまく調子を合わせて番組岬 下進行中・・.

__これだから凛本人の義
=は

まし難しヽ信用できないと悪う海外の人も多いにちがいなし`
“

_等日嶋曲首相事身が記者会見で総後数十年外輝軍①駐響が続いているのIま異常、とかぶ

て悪奪てtまいるが、私も総理で居る間はこの意見:ま封印しておくつもり,と 公式に発言したi

してしヽる.

それもあつてか,県熟事会が やヽはつ沖縄だけに米軍基地壽皐担を持し付1す ているのは繭鸞

申し歌ないと、「讐五議未露基地の県外候補地√}選定に~肌脱ごうか」というヽ 従来無か

た動きちでてきた
'

以上の程本の例:ま、筆者などから見て 光ヽ裁的まともt■見える饉来事をおげてみたも輸だ

鐸議この1二かにも 支ヽ離糠獲 無ヽ揮聾:こ見える政策議や豊来事も自:譲 ご猥議で通きてい 1

と:まぃうまでも無いが・・・
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だから著し、値に地球温暖化ガスや資源枯渇問題がないとしても、「説石講」は避:す て通れ

ない道であると筆者は思ラ=

ばらばらの今後の世界像のままでは、子国際合意1など「百年河清を持つ」に等ししヽ。

曇下:ま主要な「切り魏」の若千を掲げて、今後の分析の導入部としておきたい。少々新奇な問

題推起もあるめで、読者の方々からのご意見など頂ければ、幸いである。

①少なくとも当分の藤、最上国。新異国の経済発展に百年業の世界経済危機からの競出が賭っ

て爵るとすれば・・

百年来の世界経済危機の対策:ま、各国の膨大な借金寺積み上げ、供給過驚、需要不足・

デプレ・スパイジル・かの恐れの中で、産業経営者や団体の多くは、子おねだり」以上の

政策提言をする気力も不里、わが社だけの生き残りを模索するめみに見える。世界経

済の持続的発展ないし将来の「存在」の姿を描|す ないで居る。今見えているのは、新

興国の需要への期待のみ。こんな時、途上国,新異国に炭酸ガス当ぜ減を無理に納得して

賛い、先進国からの技術。経済支援で、途上国。新興国から今後の需要や安い.人件費を

あでにして、「百年来の危機の清算」が出来ると考えてiF lる のであろうか。

②先進国の産業の将素展望は

先進国の中で日本だlサ ,ま少々違うようだが、欧米の経営者たちの将来展望には、意外

に楽観的なものが、垣間見られる。象徴的な現象|ま、百年危機鍮ときの公的資金の返

癖を急速に実行している。(企業への政府砂干渉を嫌う企業家羮に!ま、敬意を払うべき

あろうが).

しかし問題は彼らの将来の発展像7_D中心に、やはり、サブプライム問題をラ1越 したと

闘套手法の「金融工学イノベーシオン」に再び重点を戻しつつあるようなごヒ候がある.

0技術開発を中心とする世界経済の再建の可能性と限界

日本ままとくにきめゃコマカイ技術で、自動車や鉄鋼などで世界鍮牽ヨ|力 となって過去

経済の発展に大きな寄与をつづけてきた。今後も環境、資源問題でもその役割はある

籠麦勢婆幸できるだろう̀

しかしながら、その本質から避けがたい眠界を暮れて:まならない。それ|ま技術革新難


